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第回日本公衆衛生学会総会学会長に就任して
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2003年の新春を迎え，日本公衆衛生学会会員の皆様には，ますますご清祥のこととお慶び申し上げま

す。第62回日本公衆衛生学会総会を，2003年10月22日から24日の 3 日間にかけて京都市で開催するにあ

たり，学会員の皆様へごあいさつを申しあげます。

日本公衆衛生学会総会は毎年各地が持ち回りで開催し，それぞれ特色ある総会となるよう工夫してき

ておりますが，京都で日本公衆衛生学会総会が開催されますのは実に36年ぶりのことであり，京都らし

い特色ある総会にしたいと関係者一同がんばっております。

総会のメインテーマは，「公衆衛生の新しい展開を目指して」とすることとしております。今回の

総会では，総会全般にわたる総括事務局は指定都市である京都市に担当していただけることになりまし

た。このことは従来の慣習からみますと公衆衛生の新しい展開の一つといえます。

プログラムにつきましても公衆衛生の新規性，発展性を強調したものとするべく，鋭意準備を進めて

いるところです。プログラムの構成は，基本的には学会長講演，特別講演，教育講演，奨励賞受賞者講

演，シンポジウム，示説発表，自由集会など，これまでのパターンを踏襲させていただくこととしてお

りますが，特別講演一題と学会長講演を市民公開講座として一般市民に公開し，公衆衛生の普及に資す

ることとしております。

特別講演および教育講演としては，京都の文化を背景とした講演，世界的な公衆衛生の動向，個人情

報保護，糖尿病対策などに関する講演を計画し，シンポジウムとしては，健康増進法を巡る話題，感染

症予防対策や生活衛生対策における新しい展開，都市部における公衆衛生問題，がん検診などについて

予定しております。また，近年の日本公衆衛生学会では示説発表が主流となっておりますが，口頭発表

を強く希望される発表者も多いことから，示説会場でこのような要望にも応える工夫をしたいと考えて

おります。さらに，前々回の香川学会，前回のさいたま学会などで大変好評であった，大学，研究機

関，地方自治体，各種関係機関の紹介ブースや公衆衛生の向上に賛同する協力企業による展示ブースに

ついても対応してまいる予定としております。

一般演題の申し込みについては，さいたま学会に引き続き，従来の郵送方式に加えてオンラインによ

る申し込み方式も実施することとしたいと考えておりますので，是非ご活用いただきたいと思います。

以上ご紹介いたしましたプログラムなどの詳細については，準備の状況の進展に応じて，日本公衆衛

生雑誌やホームページ（http://jph.pbh.med.kyoto-u.ac.jp）で逐次お知らせすることとしております。

また今回のメイン会場は，国際学会や全国規模の学会が数多く催される国立京都国際会館で開催する

こととしました。総会初日の10月22日は，京都三大祭のひとつである，「時代祭」の催行日でもありま

すが，さいわい，国立京都国際会館から公共の地下鉄を利用すれば，昼の休憩時間に，時代祭の行列を

観賞することは十分可能です。全国からご参加いただく多数の学会員の皆様には，時代祭とともに京都

の秋を味わっていただく絶好の機会となります。京都で学会の運営に携わります関係者一同，皆様のお

越しを心からお待ちしておりますことを申し添えて，ごあいさつといたします。



22 第50巻 日本公衛誌 第 1 号 平成15年 1 月15日

第回日本公衆衛生学会総会（京都）ご案内（第報）

. 学会総会開催日

平成15年10月22日（水)～24日（金）

. 学会総会会場

国立京都国際会館

〒6060001 京都市左京区宝ヶ池 TEL0757051234 FAX0757051100

. 学会長・副学会長・名誉顧問

名誉学会長桝本 d兼（京都市長）

名 誉 顧 問山田 啓二（京都府知事）

学 会 長中原 俊隆（京都大学医学部公衆衛生学教室教授・京都大学大学院医学研究科教授）

副 学 会 長油谷 桂朗（京都府医師会会長）

野田 広（京都市保健政策監）

. 第回日本公衆衛生学会総会事務局

　　　　　　　総 括 事 務 局 〒6048571 京都市中京区河原町御池上る上本能寺前町488

京都市保健福祉局保健衛生推進室 健康増進課内

TEL. 0752223411 FAX. 0752223416

学術部会事務局（学術関係) 〒6068501 京都市左京区吉田近衛町

京都大学医学部公衆衛生学教室

TEL. 0757534465 FAX. 0757534466

運営事務局（演題・参加登録申込) 〒5300001 大阪市北区梅田 249 サンケイビル本館 7 階

株式会社ジェイコム コンベンション事業本部内

TEL. 0663481391(代) FAX. 0664564105

. プログラム（予定）

学会長講演

総会

特別講演（3 題予定）

シンポジウム（5 題予定）

教育講演（4 題予定）

奨励賞表彰および受賞者講演

一般演題（示説およびコーナースピーチ）

ランチョン・セミナー

自由集会

市町村および企業展示ブース

. 一般演題，自由集会申込締切

一般演題申込締切 ◯郵送（ペーパー）による場合5 月26日（月）

◯オンライン（UMIN）による場合6 月 2 日（月）

自由集会申込締切 6 月 2 日（月）

紹介ブース申込締切8 月29日（金）

詳細については，学会 HP（http://jph.pbh.med.kyoto-u.ac.jp/・随時更新）および日本公衛誌第50

巻第 3 号（3 月号）に掲載の予定です。
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